
(57)【要約】

　【課題】　アタッチメントの装着を簡単にし、さらに

アタッチメント及び探触子の洗浄性を向上させる穿刺用

超音波探触子を提供する。

　【解決手段】　複数の振動子が配列された配列振動子

の走査面の長辺に平行でかつ、その走査面から上部にか

けて垂直に貫通する形でその走査面の一部にＵ字溝１０

７を設け、Ｕ字溝１０７に嵌合され穿刺針１０４を案内

するためのアタッチメント１０３と、このアタッチメン

ト１０３を固定する固定具１０２とを有した穿刺用超音

波探触子において、アタッチメント１０３には凹み部が

形成され、固定具１０２にアタッチメント１０３を挟ん

で固定するためのスプリングと、アタッチメント１０３

の凹み部に挿入される突起部を有した回転型レバー１０

８とを備えた。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 振 動 子 が 配 列 さ れ た 配 列 振 動 子 の 走 査 面 の 長 辺 に 平 行 で か つ 、 そ の 走 査 面 か ら 上
部 に か け て 垂 直 に 貫 通 す る 形 で そ の 走 査 面 の 一 部 に Ｕ 字 溝 を 設 け 、 前 記 Ｕ 字 溝 に 嵌 合 さ れ
穿 刺 針 を 案 内 す る た め の ア タ ッ チ メ ン ト と 、 こ の ア タ ッ チ メ ン ト を 固 定 す る 固 定 具 と を 有
し た 穿 刺 用 超 音 波 探 触 子 に お い て 、
　 前 記 ア タ ッ チ メ ン ト に は 凹 み 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 固 定 具 に 、 前 記 ア タ ッ チ メ ン ト を 挟 ん
で 固 定 す る た め の ス プ リ ン グ と 、 前 記 ア タ ッ チ メ ン ト の 凹 み 部 に 挿 入 さ れ る 突 起 部 を 有 し
た 回 転 型 レ バ ー と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 穿 刺 用 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ア タ ッ チ メ ン ト を 支 え る 矩 形 型 の 支 持 部 を 前 記 Ｕ 字 溝 に 備 え ら れ 、 前 記 固 定 具 は 着
脱 可 能 に 探 触 子 へ 取 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 穿 刺 用 超 音 波 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は バ イ オ プ シ 検 査 な ど に 使 用 す る 穿 刺 用 探 触 子 の ア タ ッ チ メ ン ト に 係 り 、 特 に 穿
刺 針 の 案 内 に 好 適 な ア タ ッ チ メ ン ト を 有 す る 穿 刺 用 超 音 波 探 触 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 バ イ オ プ シ 検 査 は 、 診 断 部 位 に 穿 刺 針 を 刺 し 込 み 身 体 内 の 器 官 か ら 組 織 や 体 液 を 取 り 出
し 、 こ れ を 診 断 な ど に 用 い る も の で あ る 。 こ の 場 合 に お い て 、 身 体 内 の 所 定 の 組 織 な ど を
採 取 す る 時 に 誤 っ て 別 の 場 所 に 穿 刺 針 を 刺 し 込 ま な い よ う に 、 身 体 の 所 定 区 域 の 超 音 波 断
層 像 を 映 し 出 す と 共 に 、 穿 刺 専 用 の 探 触 子 を 使 用 し て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 1）
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ６ １ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 ア タ ッ チ メ ン ト を 探 触 子 の 突 起 に は め 合 わ せ て ホ ー ル ド し て い た た め 、 は め 合
わ せ が 不 安 定 で あ っ た 。 ま た 、 ア タ ッ チ メ ン ト の 高 さ が 高 か っ た た め 、 長 い 穿 刺 用 針 を 使
用 せ ざ る を 得 な か っ た 。 ま た ア タ ッ チ メ ン ト に 幅 が あ る た め 、 そ の は め 込 む 溝 を 洗 浄 、 消
毒 を 行 う こ と が 難 し か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 ア タ ッ チ メ ン ト の 装 着 を 簡 単 に し 、 さ ら に ア タ ッ チ メ ン ト 及 び 探 触 子
の 洗 浄 性 を 向 上 さ せ る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 以 下 の 様 に 構 成 さ れ る 。 複 数 の 振 動 子 が 配 列 さ れ
た 配 列 振 動 子 の 走 査 面 の 長 辺 に 平 行 で か つ 、 そ の 走 査 面 か ら 上 部 に か け て 垂 直 に 貫 通 す る
形 で そ の 走 査 面 の 一 部 に Ｕ 字 溝 を 設 け 、 前 記 Ｕ 字 溝 に 嵌 合 さ れ 穿 刺 針 を 案 内 す る た め の ア
タ ッ チ メ ン ト と 、 こ の ア タ ッ チ メ ン ト を 固 定 す る 固 定 具 と を 有 し た 穿 刺 用 超 音 波 探 触 子 に
お い て 、 前 記 ア タ ッ チ メ ン ト に は 凹 み 部 が 形 成 さ れ 、 前 記 固 定 具 に 前 記 ア タ ッ チ メ ン ト を
挟 ん で 固 定 す る た め の ス プ リ ン グ と 、 前 記 ア タ ッ チ メ ン ト の 凹 み 部 に 挿 入 さ れ る 突 起 部 を
有 し た 回 転 型 レ バ ー と を 備 え た 。 ま た 、 前 記 ア タ ッ チ メ ン ト を 支 え る 矩 形 型 の 支 持 部 を 前
記 Ｕ 字 溝 に 備 え ら れ 、 前 記 固 定 具 は 着 脱 可 能 に 探 触 子 へ 取 付 け ら れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 上 、 本 発 明 に よ れ ば 、 ア タ ッ チ メ ン ト の 装 着 を 簡 単 に し 、 さ ら に ア タ ッ チ メ ン ト 及 び
探 触 子 の 洗 浄 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 図 1に 本 願 発 明 の 第 1の 実 施 形 態 を 示 す 。 探 触 子 101は 超 音 波 を 送 受 信 す る 探 触 子 で あ る
。 振 動 子 106は 探 触 子 101の 底 面 に 設 置 さ れ て お り 、 超 音 波 を 被 検 体 に 送 受 信 す る こ と に よ
り 、 超 音 波 像 を 表 示 さ せ る 。 そ し て 、 検 者 は 超 音 波 像 を 見 な が ら 穿 刺 位 置 を 確 認 し 、 穿 刺
を 行 う 。 固 定 具 102は 、 U状 の 探 触 子 101の 溝 を 挟 ん だ 片 側 に ネ ジ 109を 介 し て 固 定 さ れ る 。
ア タ ッ チ メ ン ト 103は 、 探 触 子 101に 設 け た U字 形 状 の 溝 107内 に 固 定 具 102に よ り 一 体 に 取
り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 2に 取 り 付 け 時 の 状 態 を 示 す 。 ア タ ッ チ メ ン ト 103を 取 り 付 け る 際 、 回 転 型 レ バ ー 108
に 指 を 掛 け て 押 さ え つ け て 固 定 具 102を 開 き 、 ア タ ッ チ メ ン ト 103を 挿 入 し 固 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 こ の 固 定 具 102に は 回 転 型 レ バ ー 108を 閉 じ 、 ア タ ッ チ メ ン ト を 挟 ん で 固 定 す る た
め の ス プ リ ン グ が 備 え ら れ て お り 、 ア タ ッ チ メ ン ト 103を 挟 み 固 定 す る こ と が で き る 。 ま
た 固 定 具 102に は 突 起 部 が 設 け ら れ て お り 、 ア タ ッ チ メ ン ト 103に は 、 そ の 突 起 部 の 形 状 に
合 っ た 凹 み 部 が 設 け ら れ て い る 。 こ の 凹 み 部 は ア タ ッ チ メ ン ト 103の 正 面 と 背 面 の 2箇 所 あ
り 、 ア タ ッ チ メ ン ト 103は 固 定 具 102に 固 定 さ れ る 。 そ し て 、 装 着 さ れ た ア タ ッ チ メ ン ト 10
3に 穿 刺 針 104を 貫 通 穴 に 通 し て 、 被 検 体 に 穿 刺 を 行 う 。 ア タ ッ チ メ ン ト 103を 取 り 外 す 際
に は 、 回 転 型 レ バ ー 108に 指 を 掛 け て 押 さ え つ け て 固 定 具 102を 開 き 、 ア タ ッ チ メ ン ト 103
を 取 り 外 す 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 固 定 具 102は 金 属 で で き て お り 、 滅 菌 処 理 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 ア タ ッ チ メ
ン ト 103は 、 プ ラ ス チ ッ ク で で き て お り 、 使 用 後 は 捨 て ら れ 、 新 し い ア タ ッ チ メ ン ト に 交
換 さ れ る 。
　 ま た 、 こ の ア タ ッ チ メ ン ト 103に は 3箇 所 貫 通 穴 が 開 い て い る 。 穿 刺 の 角 度 に 応 じ て 、 穿
刺 針 104を 貫 通 穴 に 通 す 。 例 え ば 、 垂 直 か ら 穿 刺 す る 場 合 、 図 2に 示 す よ う に 穿 刺 針 104を
ア タ ッ チ メ ン ト 103に 挿 入 す る 。 斜 め か ら 穿 刺 す る 場 合 、 貫 通 穴 の 中 或 い は 右 端 か ら 穿 刺
針 104を ア タ ッ チ メ ン ト 103に 挿 入 し 、 案 内 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 穿 刺 作 業 時 に 穿 刺 針 104を ア タ ッ チ メ ン ト 103に 貫 通 さ せ て 穿 刺 す る 際 、 探 触 子 101を 片
手 で 持 ち 、 も う 一 方 で 穿 刺 針 104の 上 下 運 動 を 行 う 。
　 そ こ で 、 穿 刺 中 に 誤 っ た 箇 所 へ 刺 し て し ま っ た 場 合 、 穿 刺 針 104を 上 方 向 に 抜 け れ ば 良
い 。 し か し 、 探 触 子 101に ア タ ッ チ メ ン ト 103及 び 104穿 刺 針 が 振 動 子 106の 長 軸 方 向 、 短 軸
方 向 共 に 固 定 さ れ て い る た め 、 穿 刺 針 104を 上 方 向 に 移 動 さ せ 難 い 。 そ こ で 、 探 触 子 101を
固 定 し て い る 回 転 型 レ バ ー 108を 引 き 上 げ て 、 固 定 具 102か ら ア タ ッ チ メ ン ト 103及 び 穿 刺
針 104を 取 り 外 す 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う に 穿 刺 針 104を 誤 っ て 固 定 し て し ま っ た 場 合 で も ワ ン タ ッ チ で 回 転 型 レ バ ー 108
を 引 き 上 げ 、 固 定 具 102か ら ア タ ッ チ メ ン ト 103及 び 穿 刺 針 104を 取 り 外 す こ と で 、 危 険 が
回 避 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 3に ア タ ッ チ メ ン ト 103の 詳 細 を 示 す 。 ア タ ッ チ メ ン ト 103は 、 短 辺 方 向 の 中 心 か ら 2つ
に 分 割 可 能 と な っ て い る 。 ア タ ッ チ メ ン ト 103は 、 穿 刺 角 度 （ 通 常 0° ， 15° ， 30° の 3種
類 程 度 ） に 沿 う よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 分 割 し た ア タ ッ チ メ ン ト 103を 接 し 合 わ せ た
と き に 穿 刺 針 が 通 る 案 内 孔 と な る 。 こ の 状 態 で 探 触 子 9に ア タ ッ チ メ ン ト 103を 取 り 付 け る
と 、 案 内 孔 は ア タ ッ チ メ ン ト 103の 大 き さ 分 、 つ ま り 探 触 子 上 部 か ら 走 査 面 近 傍 ま で 形 成
さ れ た 状 態 に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 穿 刺 作 業 後 に は 、 探 触 子 101と 固 定 具 102と ア タ ッ チ メ ン ト 103が 、 そ れ ぞ れ 汚 れ る た め
、 そ れ ぞ れ 洗 浄 す る 必 要 が あ る 。 そ こ で 、 洗 浄 す る 際 、 探 触 子 101か ら 固 定 具 102を 取 り 外
す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 図 4に 固 定 具 102の 取 り 付 け 機 構 を 示 す 。
　 図 4（ a） は 装 着 時 の 状 態 で あ り 、 図 4（ b） は 取 り 外 し 時 の 状 態 で あ る 。 取 り 外 し 時 は 、
固 定 具 102に 取 り 付 け ら れ て い る ネ ジ 部 1022を 回 転 さ せ て 、 取 り 外 す 。 ネ ジ 部 1022は 2箇 所
あ り 、 2箇 所 で 固 定 具 102を 固 定 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 探 触 子 101は 消 毒 液 等 の 液 体 で 洗 浄 さ れ る 。 取 り 外 さ れ た ネ ジ 部 1022と 固 定 具 102は 滅 菌
処 理 さ れ る 。 そ し て 、 ア タ ッ チ メ ン ト 103は 捨 て ら れ 、 新 し い ア タ ッ チ メ ン ト に 交 換 さ れ
る 。 こ の よ う に 探 触 子 101の 洗 浄 の 際 、 固 定 具 102の 取 り 外 し を 行 っ た た め 、 探 触 子 101の U
字 形 状 の 溝 107を 隅 々 ま で 洗 浄 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 5に 探 触 子 101に プ ロ ー ブ カ バ ー 105を 取 り 付 け た 例 を 示 す 。 プ ロ ー ブ カ バ ー 105で 探 触
子 101全 体 を 覆 い 、 穿 刺 作 業 で 探 触 子 101が 汚 れ な い よ う に 保 護 す る 。 そ の た め 、 穿 刺 作 業
後 は 、 プ ロ ー ブ カ バ ー 105を 取 り 替 え る だ け で よ く 、 探 触 子 101の 洗 浄 を 行 わ な く て も 良 く
、 効 率 的 に 穿 刺 作 業 を 行 う こ と が で き る 。 な お 、 こ の プ ロ ー ブ カ バ ー 105は ビ ニ ー ル 製 で
も プ ラ ス チ ッ ク 製 で も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 6に 穿 刺 針 104の 差 込 部 の 詳 細 な 断 面 図 を 示 す 。 図 6（ a） が 従 来 の 差 込 部 で あ り 、 図 6
（ b） が 本 発 明 の 差 込 部 で あ る 。 従 来 の 差 込 部 は ア タ ッ チ メ ン ト 103が 被 検 体 に 接 す る 面 に
ま で 及 ん で お り 、 底 面 は 固 定 さ れ ず 不 安 定 で あ っ た 。 そ こ で 、 本 発 明 で は 、 ア タ ッ チ メ ン
ト 103を 支 え る 矩 形 型 の 支 持 部 110を 溝 107に 設 け る 。 こ れ に よ り 、 ア タ ッ チ メ ン ト 103の 底
面 は 支 持 部 110に よ り 固 定 さ れ 、 穿 刺 針 104の み が 貫 通 穴 を 通 る 。 よ っ て 、 ア タ ッ チ メ ン ト
103は 2組 の 凹 凸 形 状 と 、 支 持 部 110に よ り 固 定 さ れ る 。
　 な お 、 幅 111は 支 持 部 110に よ っ て 短 く な っ た 貫 通 穴 の 幅 を 示 す 。 よ っ て 、 ア タ ッ チ メ ン
ト 103の 底 面 が 固 定 さ れ る た め 、 ア タ ッ チ メ ン ト 103を 介 し て 挿 入 す る 穿 刺 針 104が 安 定 す
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 ア タ ッ チ メ ン ト 103の 嵌 合 部 を 探 触 子 9の U字 溝 6内 に 隙 間 な く 入 れ て 取 り
付 け る こ と が で き る た め 、 U字 形 状 の 溝 107の 内 部 に 体 液 な ど の 入 り 込 ん で も 探 触 子 101の
消 毒 が 容 易 に 行 え る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 半 分 に 分 割 し た ア タ ッ チ メ ン ト 103の 対 向 面 に 溝 を 設 け て 穿 刺 用 の 案 内 孔 と し 、
探 触 子 上 部 か ら 走 査 面 近 傍 つ ま り 刺 し 込 み 位 置 ま で 穿 刺 針 を 案 内 で き る た め 、 穿 刺 針 が ず
れ る こ と が な く な り 正 確 な 穿 刺 が 行 え る 。
　 ま た 、 ア タ ッ チ メ ン ト 103、 プ ロ ー ブ カ バ ー 105を プ ラ ス チ ッ ク な ど の 安 価 な 素 材 で 成 形
し た た め 、 1回 ご と に 廃 棄 し て 次 の 使 用 に は 新 し い ア タ ッ チ メ ン ト 103を 用 い れ ば 、 使 用 の
度 に 消 毒 す る 必 要 が な く な り 穿 刺 に お け る 準 備 な ど の 時 間 短 縮 が で き る 。 ア タ ッ チ メ ン ト
103の 高 さ を 従 来 よ り 低 く し た た め 、 短 い 穿 刺 針 104を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 実 施 例 で は コ ン ベ ッ ク ス 形 超 音 波 探 触 子 へ の ア タ ッ チ メ ン ト の 取 り 付 け に つ い て 説 明
を し た が 、 セ ク タ 形 超 音 波 探 触 子 や そ の 他 の 探 触 子 に 本 実 施 例 の ア タ ッ チ メ ン ト を 取 り 付
け る こ と も 可 能 で あ る 。 た だ し 、 嵌 合 部 の 形 状 を 、 使 用 す る 探 触 子 の 形 状 に 変 形 さ せ る こ
と が 必 要 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の コ ン ベ ッ ク ス 形 超 音 波 探 触 子 の 全 体 図 を 示 す 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 取 り 付 け 部 を 示 す 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の ア タ ッ チ メ ン ト の 分 解 図 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 固 定 具 の 分 解 図 を 示 す 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の プ ロ ー ブ カ バ ー を 示 す 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 支 持 部 を 示 す 図 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 １ ０ １ 　 探 触 子 、 １ ０ ２ 　 固 定 具 、 １ ０ ３ 　 ア タ ッ チ メ ン ト 、 １ ０ ４ 　 穿 刺 針 、 １ ０ ５
　 プ ロ ー ブ カ バ ー 、 １ ０ ６ 　 振 動 子 、 １ ０ ７ 　 溝 、 １ ０ ８ 　 回 転 型 レ バ ー 、 １ １ ０ 　 支 持
部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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